
地方創生関係交付金事業に係る効果検証

○地方創生推進交付金

事業名 事業概要 事業期間

こよう鋸南
～廃校利用を核とした「人のつながりと健康のまちづくり」～

　移住者も定住者も誰もが生涯活躍できるふるさとづくりを推進するため、今
後の公共施設の活用及び雇用創出のための基本調査・実施計画を策定。
　また、移住定住を推進するため、ワンストップ組織の立上げの計画を策定し
た。

平成28年度
～

平成29年度

事業費 うち交付金 主な内容

【H28】　10,886,400円
【H29】　  9,997,160円

【H28】　5,443,200円
【H29】　4,998,580円

【H28】　公共施設再生プラン・産業創出プランの作成、ワンストップ組織立上げ計画の作成
【H29】　公共施設の利活用計画、ワンストップ組織の体制づくり案の作成

H29目標

ワンストップ窓口経由の雇用数 2 0 10

重要業績評価指数（KPI） H28目標 H28実績

ワンストップ窓口経由の相談者数 10 0 100

総合戦略のKPI達成に有効であった

外部組織による本事業の評価

地方創生に効果があった

事業効果 今後の方向性

・移住の促進のためには、行政と民間の中間を担い伴走し自治体の推進力となっている「生
きた中間組織」が必要となる。組織の窓口担当を想定している地域おこし協力隊や関係機関
（商工会青年部など）との関係構築をしっかりと行い、「住む・働く・訪れるワンストップ窓口」の
設置を進めていく。
・空き公共施設の活用については、域学連携研究委託の一環としてワークショップ等を行い、
外部意見を取り入れながら検討していく。

備考

ワンストップ組織未開設

H29実績

0

0

ワンストップ組織未開設



○地方創生推進交付金

重要業績評価指数（KPI） H29目標 H29実績

【H29】　4,946,400円
【H30】　2,970,000円

【H29】　2,473,200円
【H30】　1,485,000円

新しい「人の流れ」から「しごとの場」まで
地域一体で創造する千葉創生事業

千葉県、銚子市、勝浦市、南房総市、
いすみ市、長南町、鋸南町

主な内容事業費 うち交付金

事業名 事業概要 事業期間

企業と市町村とのマッチング件数（千葉県全体） 0 0

地域しごと支援事業の利用者数（千葉県全体） 200 387

空き公共施設等への進出企業数（千葉県全体） 6 7

起業家応援イベントの参加者数（千葉県全体） 2,000 2,500

○空き家等を活用した企業誘致事業
　増加している空き家や空き店舗への企業誘致を進め、「働く場の確保」「首
都圏等の企業・人材との交流機会」「地元企業との連携」「UIターン者」を創
出することを目的に実施。

平成29年度
～

平成31年度

・施設等の現状調査（H29のみ）
・課題解決型ビジネス・マッチングツアー企画運営（2回開催、18社23名参加）
・企業誘致活動（企業訪問・ヒアリング等）

事業効果 今後の方向性

地方創生に効果があった
・H30も事業を継続してツアー等を開催し、空き施設・店舗への企業誘致に努める。
・空き家対策や移住定住施策との関連も強いため、庁内の連携を図り「ひと」と「しごと」の好
循環の実現を目指す。

外部組織による本事業の評価

総合戦略のKPI達成に有効であった

備考

※本町実績0

※本町未参加のため実績0

※本町実績0



○地方創生拠点整備交付金

事業名 事業概要 事業期間

笑楽の湯機能アップ整備事業

笑楽の湯の2階部分の改修及びエレベータを設置することにより、高齢化の
進展に対応するための福祉機能を向上させる。
また、温泉濾過装置をフィルター濾過から砂濾過に方式を変更することで、
温泉機能を向上させ、増加傾向の観光客に対応するための整備を実施す
る。

平成28年度
～

平成29年度

認知症防止に向けた介護予防活動参加者数 30 168 ※H30.3供用開始

重要業績評価指数（KPI） H29目標 H29実績 備考

事業費 うち交付金 主な内容

62,593,520 31,296,760
エレベータの設置
温泉濾過室の新設
2階床張替等

施設使用者数 80 494 ※H30.3供用開始

入浴施設利用者数 1,800 4,514 ※H30.3供用開始

事業効果 今後の方向性

地方創生に非常に効果的であった
・引き続き、地域包括支援センターによる介護予防活動の開催により認知症予防の取組を進
めるとともに、介護保険認定者数の抑制のため、介護予防と生活機能向上に努める。
・貸切風呂の増設等の機能拡充を進めることで、観光交流施設としての利用促進を図る。

外部組織による本事業の評価

総合戦略のKPI達成に有効であった



○地方創生拠点整備交付金

事業名 事業概要 事業期間

子育て広場開設事業
中央公民館の旧調理室を改修し、乳幼児を持つ親子が常時利用でき、子育
て学習や互いにコミュニティを深めることができる環境整備を行う。

平成28年度
～

平成29年度

重要業績評価指数（KPI） H29目標 H29実績 備考

この施設の利用を通じ、乳幼児を持つ世帯の移住数 1 2 ※H29.12供用開始

事業費 うち交付金 主な内容

27,476,364 13,738,182
子育て広場改修工事
備品購入（木製テーブル、遊具、プロジェクタ等）

事業効果 今後の方向性

町内の乳幼児のいる世帯の利用数 50 312 ※H29.12供用開始

施設利用に係る満足度（％） 70 60 ※H29.12供用開始

地方創生に非常に効果的であった
・施設利用者を通じた移住者の確保に向けて、移住の希望が遅滞なく実現できるよう、移住
相談担当と子育て支援担当の連携体制の強化を図る。
・この施設で保健師等による子育ての相談ができる体制を整備することで、施設利用の満足
度の向上に努める。
・更に充実した環境整備・イベントの実施により、ソフト・ハード両面から子育て支援をすること
により、若者世代の移住定住の促進を図る。

外部組織による本事業の評価

総合戦略のKPI達成に有効であった



○地方創生拠点整備交付金

ダイニング佐久間小学校整備計画
旧佐久間小学校に持ち込みによる調理を可能にする「ダイニング佐久間小
学校」を整備することで住民の稼ぐ力、賑わいの創出、交流・コミュニティづく
りを実施していく。

平成29年度

事業費 うち交付金 主な内容

事業名 事業概要 事業期間

施設利用料（千円） 0 0 ※H30.4供用開始

施設利用団体数（組） 0 0 ※H30.4供用開始

41,418,000 20,709,000 BBQハウス、トイレ、倉庫の整備

重要業績評価指数（KPI） H29目標 H29実績 備考

事業効果 今後の方向性

地方創生に非常に効果的であった
・単純なＢＢＱだけではなく農業体験の整備により野菜の生産から消費までを併せて提供でき
る仕組を構築することで、都市住民との交流を促進しリピータの確保に努める。
・年間６０万人の集客力を誇る都市交流施設から人の流れをつくるため町内外でのＰＲに努
めるとともに、利用者が増加傾向にある近接の笑楽の湯と連携して、活用促進を図る。外部組織による本事業の評価

総合戦略のKPI達成に有効であった

笑楽の湯での消費額（千円） 700 1,877


